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北村会長

　

東
京
都
港
区
高
輪
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
品
川
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
３
Ｆ
の
会
議
室
に
於
い
て
、

日
本
陸
送
協
会
23
名
、
自
動
車
総
連
24
名
の
出
席
の
も
と
、
第
58
回
産
業
労
使
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
日
　 

令
和
5
年
4
月
14
日（
金
）
15
時
30
分
〜
17
時

自動車総連 日本陸送協会

１  　

代
表
者
挨
拶

日
本
陸
送
協
会
　
北
村
会
長
挨
拶

　

こ
ん
に
ち
は

　

去
る
2
月
16
日
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
引
き

続
き
会
長
職
を
拝
命
し
た
北
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

自
動
車
総
連
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
総
合
生
活

改
善
の
取
り
組
み
や
統
一
地
方
選
な
ど
の
重
点
活

動
で
お
忙
し
い
中
、
本
日
こ
の
場
を
設
け
て
頂
い

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始

ま
っ
て
、
3
年
余
り
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
ご

承
知
の
と
お
り
、
こ
の
間
、
日
本
国
内
で
は
大
き
な

波
を
8
つ
経
験
い
た
し
ま
し
た
。
産
業
労
使
会
議
に

つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
は
第
１
波
の
最
中
で
あ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年
は
第
4
波
、

２
０
２
２
年
は
第
6
波
が
、
そ
れ
ぞ
れ
落
ち
着
い
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
た
め
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
絞
っ
た
も
の
の
、
感
染
の
波
を

か
い
く
ぐ
っ
て
、
対
面
で
会
議
を
開
催
で
き
た
こ
と

は
、
奇
跡
的
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。
そ
し

て
本
年
の
産
業
労
使
会
議
は
、
参
加
者
を
絞
る
こ

と
な
く
、
こ
う
し
て
２
０
１
９
年
と
同
規
模
で
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
は
、
感
染
法
上
の
分
類
が
、

２
類
か
ら
５
類
へ
と
変
更
さ
れ
、
い
よ
い
よ
平
時
の

社
会
経
済
活
動
に
戻
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

自
動
車
総
連
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
10
月

に
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
は
30
年
ほ
ど
前
に
総
連
本
部
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、労
働
政
策
で
は
「
時

短
」、
産
業
政
策
で
は
「
販
売
正
常
化
」
と
い
う
の

が
、
重
要
な
活
動
の
柱
と
な
って
い
ま
し
た
。
現
在
、

２
０
２
４
年
問
題
で
労
働
時
間
は
削
減
に
な
る
、
コ

ロ
ナ
禍
あ
る
い
は
半
導
体
不
足
で
、
販
売
正
常
化

が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
、
30
年
の
歴
史
の
中
で
の
大

き
な
変
化
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
現
在
、
自
動
車
産
業
は
１
０
０
年
に
一

度
の
大
変
革
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

ク
ル
マ
の
電
動
化
や
自
動
化
、「
所
有
」
か
ら
「
利

用
」
への
流
れ
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
加
速
化
し

て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な

変
革
の
中
で
、
政
・
労
・
使
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
活

動
が
出
来
る
の
は
自
動
車
総
連
で
あ
り
、
総
連
の

産
業
政
策
活
動
へ
の
期
待
は
、
益
々
大
き
く
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
は
、
公
道
を
職
場
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
土
交
通
省
や
厚
生
労
働
省
の
指
導
・
監
督
下
で

陸
送
事
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
一
方
、
陸
送
は
、

ク
ル
マ
の
生
産
と
販
売
を
結
び
つ
け
、
あ
る
い
は
販

売
会
社
と
オ
ー
ク
シ
ョン
会
場
を
結
び
つ
け
て
お
り
、

自
動
車
産
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物

流
業
界
と
自
動
車
業
界
の
双
方
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
２
０
２
４
年
問
題
に
関
連
し
て
、
岸
田

総
理
は
物
流
問
題
に
特
化
し
た
閣
僚
会
議
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
が
、「
宅
配
便
」
や
「
Ｅ
Ｃ
物
流
」
へ

の
対
応
に
焦
点
が
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
一
方
、
重
い
Ｅ
Ｖ
車
や
背
の
高
い
Ｓ
Ｕ
Ｖ
車
の
輸

送
等
に
よ
る
積
載
効
率
の
悪
化
に
は
、
現
在
の
道
路

法
、
道
路
交
通
法
の
規
制
緩
和
な
ど
、
自
動
車
業

界
を
挙
げ
た
活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
行
政
に

対
す
る
働
き
か
け
を
含
め
、
自
動
車
総
連
の
お
力

令
和
5
年
度 

産
業
労
使
会
議
開
催
さ
れ
る
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金子会長

令
和
５
年
３
月
正
副
会
長
会
議

日　

時　

令
和
5
年
3
月
9
日
（
木
）

場　

所　

�

神
戸
市　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
神
戸　

会
議
室

議　

事
（
審
議
事
項
）

（
1�

）
令
和
5
年
日
本
陸
送
協
会　

短
・
中
期
活

動
計
画
に
つ
い
て

　

・�

日
本
陸
送
協
会　

部
会
・
委
員
会
の
ワ
ー
キ

ン
グ
か
ら
の
報
告

（
2�

）
自
動
車
総
連
と
の
産
業
労
使
会
議
に
つ
い
て

（
3
）
令
和
5
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て

　

各
事
項
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

令
和
５
年
４
月
正
副
会
長
会
議

日　

時　

�

令
和
5
年

4
月
14
日

（
金
）

　
　
　
　

�

13
時
30
分
～

14
時
10
分

場　

所　

�
Ｔ
Ｋ
Ｐ
品
川

カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

３
Ｆ

議　

事

（
1�

）
自
動
車
総
連
と
の
産
業
労
使
会
議
に
つ
い
て

（
2
）
役
員
の
変
更
に
つ
い
て

（
3
）
交
通
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

（
4�

）
令
和
5
年
日
本
陸
送
協
会　

短
・
中
期
活

動
計
画
に
つ
い
て

　

・�

日
本
陸
送
協
会　

部
会
・
委
員
会
の
ワ
ー
キ

ン
グ
か
ら
の
報
告

（
5�

）
そ
の
他��

令
和
5
年
度
行
事
予
定
に
つい
て
他

　

各
事
項
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

令
和
５
年
４
月
臨
時
理
事
会

日　

時　

令
和
5
年
4
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

14
時
20
分
～
15
時
20
分

場　

所　

�

Ｔ
Ｋ
Ｐ
品
川
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
Ａ
Ｎ
Ｎ

Ｅ
Ｘ
３
Ｆ

議　

事

（
1�

）
自
動
車
総
連
と

の
産
業
労
使
会
議

に
つ
い
て

（
2�

）
役
員
の
変
更
に

つ
い
て

（
3�

）
交
通
標
語
の
募

集
に
つ
い
て

を
お
借
り
し
た
い
と
思
って
お
り
、
後
ほ
ど
本
日
の
議

論
の
中
で
も
具
体
的
に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
是
非
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
出
来
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
動
車
総
連
　
金
子
会
長
挨
拶

　

こ
ん
に
ち
は
、
自
動
車
総
連
会
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
金
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
は
政
策
制
度
を
は
じ
め
、
自
動
車
総
連
の

活
動
に
陸
送
協
会
の
皆
様
に
ご
理
解
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

北
村
会
長
か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
フ
ル

メ
ン
バ
ー
で
産
業
労
使
会
議
が
開
催
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
わ
ず
、
し
っ
か
り
と

有
意
義
な
時
間
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
簡
単

に
3
つ
申
し
上
げ
あ
げ
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
総
合
生
活
改
善
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
で
す
。
2
月
中
旬
に
要
求
書
申
し
入
れ
を
皮

切
り
に
、
現
在
約
65
％
の
加
盟
労
使
が
妥
結
に

至
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
で
申
し
上
げ
る
と
、

今
年
は
例
年
に
な
い
高
い
レ
ベ
ル
で
の
回
答
を
頂

い
て
い
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
時
点
ま
で
で
申
し
上
げ
る
と
中
堅
中
小
ま
で

こ
う
し
た
流
れ
は
波
及
し
て
い
る
も
の
と
認
識
を
し

て
い
ま
す
。
輸
送
部
門
で
も
昨
年
を
上
回
る
割
合

で
の
有
額
回
答
そ
し
て　

高
い
水
準
で
の
引
き
出
し

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
って
い
ま
す
。

　

深
刻
化
す
る
人
材
不
足
や
物
価
上
昇
な
ど
自
社

の
魅
力
を
ど
う
上
げ
て
い
く
の
か
、
真
摯
に
労
使

が
話
合
っ
て
の
成
果
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
自
動
車
産
業
の
仲
間
た
ち
全
体
に
比
べ

る
と
、
ま
だ
ま
だ
他
部
門
に
か
な
わ
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
現
実
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
労
働
条

件
だ
け
に
限
ら
ず
、
輸
送
部
門
の
魅
力
向
上
そ
し

て
課
題
解
決
に
む
け
て
更
に
尽
力
を
つ
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
物
流
業
界
で
の
課
題
、
労
働
時
間

に
つ
い
て
、
２
０
２
４
年
4
月
か
ら
の
時
間
外
上

限
規
制
の
改
正
は
一
年
を
切
っ
た
わ
け
で
す
。
今

後
生
産
が
徐
々
に
増
え
、
電
動
車
が
増
え
て
い
っ

た
場
合
に
重
量
の
制
限
関
係
で
こ
れ
ま
で
運
べ
た

量
が
運
べ
な
く
な
る
と
が
発
生
す
る
こ
と
も
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
い
か
に
今
後
輸

送
力
を
確
保
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
、
不
足
し

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
魅
力
を
ど
う
高
め
て
い
く

か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
安
全
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
陸
送
協
会
様
と
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
路

上
積
み
降
ろ
し
の
取
り
組
み
は
着
実
に
成
果
が
出

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
直
近

で
い
え
ば
、
類
似
災
害
含
め
、
3
件
の
路
上
で
の

重
大
災
害
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

働
く
者
全
て
に
と
っ
て
、
安
全
が
何
物
に
も
優

先
す
る
と
い
う
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
引
き
続
き
そ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
取
り

組
み
を
共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
行
政
へ
の
働
き
か
け
と

い
う
意
味
で
は
、
私
ど
も
国
政
で
い
い
ま
す
と
2

名
地
方
議
員
を
96
名
か
か
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、
輸
送
業
界
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
に
、
引
き
続
き
尽
力
を
つ
く
し
て
い

き
ま
す
。
今
日
は
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２  　

活
動
報
告

自
動
車
総
連
　
森
口
副
事
務
局
長

①　

２
０
２
３
年
総
合
生
活
改
善
の
取
り
組
み

②　

総
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た
取
り
組
み

③　

路
上
積
み
降
ろ
し
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

④　

そ
の
他
関
連
す
る
取
り
組
み

・�

組
織
内
議
員
と
の
連
携
、
政
策
要
望
関
連
、
適

正
取
引
、
人
手
不
足
へ
の
対
応

日
本
陸
送
協
会
　
桑
野
部
長

①　

路
上
積
み
降
ろ
し
拠
点
削
減
活
動
に
つ
い
て

②　

�

Ｅ
Ｖ
促
進
・
背
高
車
両
増
加
に
よ
る
寸
法
重

量
増
加
に
つ
い
て

③　

２
０
２
４
年
問
題
の
対
応

④　

第
6
回
概
況
調
査
に
つ
い
て

⑤　

�

高
速
道
路
全
料
金
所
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
化
へ
の

対
応

⑥　

船
積
み
時
の
放
射
線
量
検
査
問
題
に
つ
い
て

⑦　

機
材
安
全
性
の
確
立
に
つ
い
て

⑧　

回
送
標
板
後
面
取
り
付
免
除
に
つ
い
て

⑨　

税
制
改
正
に
関
す
る
要
望

本

部
だ
よ
り

正副会長会議

臨時理事会
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支

部
だ
よ
り

（
4�
）
令
和
5
年
日
本
陸
送
協
会　

短
・
中
期
活

動
計
画
に
つ
い
て

　

・�

日
本
陸
送
協
会　

部
会
・
委
員
会
の
ワ
ー
キ

ン
グ
か
ら
の
報
告

（
5
）
そ
の
他

　

・
令
和
5
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て

　

・
支
部
報
告

　

各
事
項
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

関
東
支
部
通
常
総
会

　

本
部
よ
り
北
村
会
長
、
青
木
副
会
長
、
大
河
原

副
会
長
、
佐
藤
専
務
理
事
、
支
部
よ
り
井
上
近
畿

支
部
長
、
柴
田
四
国
支
部
長
が
出
席
さ
れ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

柴
﨑
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
桑
野
事
務
局
長

が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
案
審
議
に
入
り
、
令
和
4
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つい

て
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
本
年
度
の
支
部
役

員
の
紹
介
の
後
、
令
和
5
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支

予
算
案
に
つい
て
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
北
村
会
長

よ
り
状
況
報
告
を
含
め
て
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

優
良
従
事
者
表
彰
式

　

北
村
会
長
よ
り
、
本
部
表
彰
受
賞
者
26
名
に
表

彰
状
と
記
念
品
の
授
与
、
柴
﨑
支
部
長
か
ら
支
部

表
彰
受
賞
者
37
名
に
表
彰
状
と
記
念
品
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
関
東
運
輸
局
よ
り

自
動
車
技
術
安
全
部　

部
長
の
大
森
隆
弘
様
、
専

門
官
の
金
田
愛
様
が
お
い
で
頂
き
、
大
森
部
長
様

よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
受
賞
者
代
表
の
太

田
運
輸
㈱
の
泉
仁
明
様
よ
り
謝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
は
計
63
名
の
優
良
従
事
者
表
彰
後
に
過

去
3
年
分
の
行
政
表
彰
受
賞
者
14
名
の
紹
介
も
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
後
、

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
部
役
員
・
支
部
役
員
意
見
交
換
会

　

総
会
に
先
駆
け
て
、
本
部
か
ら
北
村
会
長
、
佐
藤

専
務
理
事
、
関
東
支
部
よ
り
柴
﨑
支
部
長
他
17
名

の
役
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
表
彰
者
の
紹
介

会
社
名

氏
名（
敬
称
略
）

㈱
Ｎ
・
Ｓ
・
Ｐ

小
野　
　

誠

㈱
ベ
ス
プ
ロ

三
ヶ
尻　

剛

ト
ヨ
タ
輸
送
関
東
㈱

佐
藤　

和
弘

㈱
マ
ル
ノ
ウ
チ

宮
寺　

哲
夫

千
代
田
運
輸
㈱

清
水　
　

尚

千
代
田
運
輸
㈱

松
下　

祥
也

㈱
ゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
関
東

萩
原　

貞
義

㈱
ゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
関
東

麻
生　
　

剛

安
全
輸
送
㈱

加
藤　

弘
宣

㈱
ゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
関
東

三
隅　

裕
之

い
す
ゞ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

千
葉　

一
彦

熊
野
輸
送
㈱

中
村　

訓
延

㈱
ゼ
ロ

金
子　

伸
行

㈱
ゼ
ロ

中
越　
　

一

ピ
ー
ア
ン
ド
ピ
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

大
崎　
　

誠

㈲
ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
リ
ー

岩
元　

次
郎

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

西
潟　

智
展

㈱
マ
ル
ノ
ウ
チ

吉
田　

大
海

安
全
輸
送
㈱

森　
　

寿
一

安
全
輸
送
㈱

関　
　

俊
之

㈱
ゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
関
東

岩
井　

則
生

㈱
ゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
関
東

塚
田　

健
二

㈱
ゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
関
東

江
田　

忠
司

太
田
運
輸
㈱

泉　
　

仁
明

㈱
東
洋
陸
送
社

中
澤　

浩
史

㈱
エ
ス
陸
送

小
田　

英
明

	

北
海
道
支
部

令
和
４
年
度
定
時
総
会
・
優
良
従
事
者
表

彰
式
・
本
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
開
催

開
催
日　

令
和
５
年
３
月
13
日
（
月
）

会　

場　

ロ
イ
ト
ン
札
幌

北
海
道
支
部
定
時
総
会

　

本
部
よ
り
北
村
会
長
、関
東
支
部
よ
り
桑
野
事
務

局
長
が
出
席
さ
れ
、支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舟
橋
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
議
題
に
入
り
、
４

年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

５
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
が
提
案
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
村
会
長
よ
り
「
令
和
５
年
度
の
重
点
施
策
」

な
ど
に
つ
い
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
良
従
事
者
表
彰
式

　

優
良
従
事
者
本
部
表
彰
者
２
名
と
北
海
道
支
部

長
表
彰
者
19
名
の
合
計
21
名
に
表
彰
状
及
び
記
念

品
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
の
北
海
道
運

輸
局
自
動
車
技
術
安
全
部
長　

内
木
義
昭
様
と
北

海
道
警
察
本
部
交
通
部
管
理
官　

河
野
芳
範
様
よ

り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
受
賞
者
代
表
と
し
て
優

良
従
事
者
表
彰
の
ノ
ー
ス
ト
ラ
ン
ス
㈱
川
野
康
様

よ
り
謝
辞
が
あ
り
、
記
念
写
真
撮
影
の
あ
と
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
部
役
員
・
支
部
役
員
意
見
交
換
会

　

総
会
に
先
駆
け
本
部
か
ら
北
村
会
長
、
支
部
か

ら
は
舟
橋
支
部
長
他
10
名
の
役
員
に
よ
る
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
表
彰
者
の
紹
介

会
社
名

氏
名（
敬
称
略
）

北
海
道
車
輌
運
送
㈱

川
向　

洋
司

ノ
ー
ス
ト
ラ
ン
ス
㈱

川
野　
　

康

	

関
東
支
部

令
和
４
年
度
通
常
総
会
・
優
良
従
事
者
表

彰
式
・
本
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
開
催

開
催
日　

令
和
5
年
4
月
21
日
（
金
）

会　

場　

横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急
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入
退
会
情
報

入
退
会
情
報

入　会（１社）
　関東支部　　　令和５年４月　丸一ロジテック㈱　古河営業所
退　会（６社）
　四国支部　　　令和５年１月　㈱セラット　徳島営業所
　北陸信越支部　令和５年２月　㈱ホンダロジスティクス　北陸・甲信越ゾーン
　関東支部　　　令和５年３月　京葉陸送㈲
　北海道支部　　令和５年３月　総合運輸㈱
　近畿支部　　　令和５年３月　㈱ホンダロジスティクス　近畿ゾーン
　近畿支部　　　令和５年３月　㈱陸送ネット　近畿センター

会員の皆様へ会員の皆様へ

経
過
・
予
定

経
過
・
予
定

経過報告
 3 / 9 　正副会長会議兼総務部会
 3 /13　北海道支部総会・優良従事者表彰式
 4 /14　正副会長会議兼総務部会
 4 /14　４月臨時理事会
 4 /14　産業労使会議
 4 /21　関東支部総会・優良従事者表彰式

今後の予定
 5 /16　近畿支部総会・優良従事者表彰式
 5 /17　中部支部総会・優良従事者表彰式
 6 /23　中国支部総会・優良従事者表彰式
 7 / 6 　正副会長会議兼総務部会
 7 / 6 　７月定例理事会
 7 /21　北陸信越支部総会・優良従事者表彰式

●  令和5年度　｢不正改造車を排除する運動｣への取り組みについて
　国土交通省より協力依頼がありました。
　「不正改造車については、これまでも「不正改造
車を排除する運動」を中心に、 街頭検査等のあら
ゆる機会をとらえ、その排除に努めてきたところで
す。 しかしながら、暴走行為、過積載等を目的とし
た不正改造車は、安全を脅かし 道路交通の秩序を乱
すとともに、排出ガスによる大気汚染、騒音等の環
境悪化の 要因となっていることから、社会的にもそ
の排除が強く求められております。特に、マイカー
に改造を施したことにより保安基準に不適合となっ
たものの その認識のないまま運行の用に供している
自動車使用者、車検時には保安基準に適合させつつ車検後に不正改造を行う施工事業者、更にはその
ような不正改造車について検査での合格を強要する悪質な事業者がいる状況となっています。このよ
うな状況に鑑み、国土交通省では、令和5年度においても、関係省庁、自動車関係団体等の協力のも
と、全国的に不正改造車の排除のための諸活動になお一層強力に取り組むこととしています。」
　会員の皆様におかれましても｢不正改造車を排除する運動｣への取り組みについてご協力のほどよろ
しくお願い致します。
　｢不正改造車を排除する運動｣は年間を通じた運動です。今年の強化月間は6月です。

●  日本陸送協会ホームページについて
※ 新型コロナウィルス関連はホームページの会員用「協会からのお知らせ」に掲載しております

　日本陸送協会のホームページを多くの皆様に閲覧して頂く為に、会員様のホームページからもリン
ク出来ますように、バナーを貼って頂けますようお願い申しあげます。

日本陸送協会ホームページURL http://rikusoukyoukai.org/
日本陸送協会のホームページは毎月一度改定しておりますので閲覧下さい。
会員専用ページ閲覧には下記のID・パスワードが必要です。

　ID：2016rikusou　　　　PW：kyoukai


